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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、試験を「能力」の制度ととらえ、その観点のもとで、特に80年代以降生じ
てきた新しい「能力」の制度の社会学的意味について、イギリス、フランス、タイ、日本の四つの地域の日刊全国紙と
関連重要人物へのインタヴューにもとづきつつ、歴史をふまえ社会文化的ネットワーク分析を用いた「分厚い比較」の
方法により明らかにしようとするものである。結論としては、こうした新しい「能力」諸概念は、「試験」と相対的に
離れたところに位置し、「教育」という文化項目および「政府」「学校」というアクター項目を通して「試験」と結び
ついているのが特徴であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this research is to investigate a sociological meaning of the 
new institutions of "ability" after the 1980s, under the understanding that examinations are institutions 
of "ability", by the method of "thick comparison" with historical perspective and socio-cultural network a
nalysis using local daily newspapers and interviews with important persons of England, France, Thailand, a
nd Japan. In conclusion, the remarkable characteristic of these new concepts of "ability" is that they are
 distant from the institutions of examination and that they have indirect connection to them through the c
oncept of "education" and through the social actors including the government and schools, rather than univ
ersities. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の基本的視角は、「試験」を「能力」
の制度としてとらえることである。この特徴
は、(1)試験制度の焦点をなんらかの意味で
の「能力」(すなわちある個人が備えている
なんらかの「力」)を特定したり明らかにし
たりすることにある、とみることにある。そ
うすることで、後述するように最近理論的に
も実践的にも論争的な主題となってきてい
る「能力」を考察するための礎石とすること
である。同時に(2)「制度」という概念を法
律的規定にもとづくような狭義の制度でな
く、意味作用による社会的構成も含む広義の
「制度」としてとらえることによって、「試
験」や「能力」について、今日的な理論水準
での考察を行おうとするものである。 
 試験制度についての社会学的考察は、周知
のように社会学草創期の Weber や Durkheim
以来広く行われてきたが、「能力」の制度と
いう視角を強く持っている研究はその中の
一部に限られている。Weber(1972)の場合、
試験の制度を「教養証明 Bildungspatent」と
している。つまり、文学教養的色彩の強い場
合(例:科挙)と専門教養的色彩の強い場合
(例:近代の学位試験)の違いはあるにせよ、
個人に培われた「教養」の実質的または意味
的な「証」にする、という捉え方である。
Bourdieu & Passeron(1970)の場合、「合法な
能力 compétence légitime」という概念があ
るが、必ずしも中心的なものではなく、階級
的再生産をもたらす様々な制度のひとつと
して扱われるのみである。Foucault(1975)に
おいては、「能力 capacité」「適性 aptitude」
などという語が「試験」と関わって提示され
ている。これらの語は頻出するわけではない
が、「規律・訓練的な権力」が「個人」に視
線をあて記述する中心装置として「試験」
を位置づけ、その記述の形式としてこれら
の語が登場しているという意味ではかなり
重要な位置を与えられている。また、
Rosenbaum(1986)は選抜制度のなかで構築さ
れるものとして「能力 ability」を位置づけ
ている。日本で「能力」を強調しつつ試験を
論じているのは天野(2007)であるが、ここで
は以上とは逆に、「能力」は「試験」によっ
て「客観的」に「測定」されるものとして位
置づけられている。いずれにせよ、社会学的
な試験研究のなかで、「能力」の制度という
視角は、多様な仕方で以前から提示されてき
た。 
 しかしながら、これらの視角間での議論は
十分詰められておらず、これらとは離れた実
際の改革場面で「能力」論議が重要性を増し
てきている。ひとつは、サッチャー改革にお
いて80年代に新しく導入された「技能skill」
という中心的概念(West & Pennel 2000)が、
アメリカ・カナダなど英米圏で 90 年代以降
大きな役割を果たすようになり(山根編
2007)、他方 OECD でも同じ時期に「コンピテ
ンシーcompetency」という概念についての研

究調査あるいは改革努力が盛んになってき
た(Rychen & Salganik 2003)。これらは様々
なバリエーションや差異を含むものなのだ
が、いずれも個人に照準し、それに帰属され
る「力」の内容を記述しようという性格をも
つものである。 
 上記の社会学者たちの論考にみられるよ
うに、「能力」の制度としての試験は、近代
社会の一般的特徴として記述される傾向が
あるが、80年代以降に登場してくる「能力」
の制度は、特に社会学の立場からはまだ十分
に論じられないままなのである。本研究の焦
点は、この 80 年代以降の新しい「能力」の
制度は、社会学的にみると一体どのようなも
のなのか、ということである。 
 本研究グループでは、前回採択の科研では
『The Times』や『朝日新聞』を資料としな
がら試験に関する新聞記事の内容がこの 80
年ほどの間にどのように変化し、どのような
意味をもつものであるかを論じてきた。その
なかでは、「スキル」を規準とする「リーグ
テーブル」の公開による学校の管理、投書欄
の「努力主義」が表現する独特な「能力」主
義、結果記述の計量的性格の増大といった事
柄を明らかにしてきた。今回のプロジェクト
では、(1)これらの成果の延長上に、「能力」
の制度という焦点を設定して論じなおすこ
と、かつ(2)OECD の影響のもと前期中等教育
資格証を導入したフランス(山根編 2007)、
英米系 OECD 系双方の影響のもと改革を進め
るタイも対象に加えて比較を行うことでよ
り原理的に考察を行う、ということがポイン
トとなっている。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、試験を「能力」の制度と
とらえ、その観点のもとで、特に 80 年代以
降生じてきた新しい「能力」の制度の社会学
的意味について、テクスト分析とインタヴュ
ーにもとづきつつ、歴史をふまえた「分厚い
比較」の方法により明らかにしようとするも
のである。具体的には、イギリス、フランス、
タイ、日本の四つの地域について、新聞とし
ては日刊の全国紙を取り上げ、この前後から
現在に至るまで収集・分析しつつ、かつ行政
や研究者などへのインタヴューにもとづき
比較考察し、そのなかから共通の特徴と地域
的差異を抽出し、そこに含まれている意味に
ついて明らかにしようとするものである。 
３．研究の方法 
(1)イギリス、日本、フランス、タイの上記
諸紙について、各種データベースを用いて、
80 年代以前および 90 年代以降の記事を収
集・整理し、共時的比較研究および通時的な
比較研究を行う。 
(2)イギリス・フランス訪問調査およびタイ
訪問調査を実施し、行政や研究者などへのイ
ンタヴューを行って、(1)の「共時的比較研
究」および「通時的比較研究」について別の
角度から光をあてる。 
４．研究成果 
(1)「研究方法」の「日刊全国紙に関する共
時的・通時的比較研究」に関しては、次のよ
うなデータベースを作成した。① 『朝日新
聞』『読売新聞』『毎日新聞』『産経新聞』の
80 年代以降の試験関連記事データベース、
『朝日新聞』の 20 年代から 90 年代まで 9年
おきに作成した試験関連記事データベース、
② 『ザ・タイムズ』の 20 年代から 80 年代
まで9年おきに作成した試験関連記事データ
ベース、③『サヤームラット』の 50 年代か
ら 90 年代まで 9 年おきに作成した試験関連
記事データベース、④『ルモンド』の 2000
年以降についての試験関連記事データベー
ス。 
(2)「研究方法」の「行政や研究者へのイン
タヴュー」に関しては、以下のとおりである。
①日本においては、試験にかかわってきた政
治家・財界人・行政官など計 5回延べ 6名に
インタヴューを実施した。②イギリスでは、
ロンドン、ニューキャッスル、ノリッチにお
いて、試験にかかわってきた政治家・財界
人・行政官・研究者など計 16 回延べ 25 名に
インタヴューを実施した。③タイでは、バン
コク、コンケン、チェンマイにおいて、政治

家・財界人・行政官・元行政官・研究者・教
員・学生など計 66 回 69 名にインタヴューを
実施した。④フランスでは、行政官・研究者・
大学人などを対象に計 5回 6名にインタヴュ
ーを実施した。インタヴューの結果について
は、ほとんどの場合に許可を得て録音を実施
し、トランスクリプトを作成した。 
これらのデータを活用して、いくつかの方
法・観点から分析を行った。 
(3)まず、トランスクリプトをていねいに読
解するという仕方で、イギリス社会のスキル
形成特に生きる技術としてのシティズンシ
ップという観点(論文②)および「中等教育段
階の社会科教育法」特に「社会を学ぶことの
重要性」という観点からの考察(論文③)を行
った。それによると、イギリス社会ではスキ
ルの不足が意識されているが、それと同時に
スキルをつけても雇用がないという事情も
あり、その苦境を意識しつつ、シティズンシ
ップという観点から現在のスキル形成が模
索されている。それに対し、日本では成人識
字調査にあらわれるような基礎スキルの高
さがあるもののそれをイノベーションに結
びつけるような努力がなされていると論じ
ている。 
(4)また、Weber の個人史および 19 世紀イギ
リスの努力主義と試験の関係を参照枠とし
た考察も行った。それによると、通常努力主
義は日本に特有のものと考えられがちであ
りそれが日本の試験関連記事にもあらわれ
ているが、19世紀のイギリス(やドイツ)にお
いても、努力主義に近い論理が存在している
と論じている(論文①、学会発表⑥)。 
(5)三つ目に、バカロレアについては、バカ
ロレアについての取得率・合格率の上昇があ
り、廃止論まで出てきているものの、職業バ
カロレアの改編や、リセ入学時試験の成績と
の比較での(リセ評価となる)「付加価値」と
いう枠組みでの意義が生じていることが論
じられている(論文⑥)。 
(6)四つ目に、(1)の①②③で作成した 9年お
き新聞記事データベースに関して社会文化
的ネットワーク分析(論文⑤、図書①)を行っ
た。その結果、三地域それぞれについて 9年
おきに、各年 8 ～26 個の主要な文化項目・
アクター項目を取り出してネットワーク図
を描くことができた。また、(2)の①②③で
作成したインタヴューのトランスクリプト
については、インタヴュー対象者の発言のみ
を取り出して同様の分析を行った。その結果、
三地域それぞれについて各インタヴュー対
象者ごとに 18～26 個の主要な文化項目・ア
クター項目を取り出してネットワーク図を
描くことができた。 
① これらを総覧してまず判明したこ
とは、新聞記事かインタヴューか、あるいは
日本かイギリスかタイかという違いによら
ず、共通した構成(「試験」を含むまとまり、
「教育」を含むまとまり、「勉強」を含むま
とまりの三つ)が見いだせるということであ



る。このことは、書き言葉と話し言葉の両方
にまたがる考察を展開することが一定の根
拠をもつということを意味している。方法論
的な意義ももつ。なぜなら、ドキュメントと
インタヴューという異質なデータを一連の
データべースとできることを意味するから
である。すなわち、この三つのまとまりがそ
れぞれ「能力」諸概念ほかの「文化項目」と
どのようにリンクしているか、あるいは「ア
クター項目」の数々とどのようにリンクして
いるかは、時期により、地域により偏差があ
り、それを描くことで時系列的変化や地域的
特徴を記述できることになる。 
② リンクの仕方の地域的偏差につい
て、例えば次のように粗描できる。まず、イ
ギリスでは、「試験 examination」まとまりは
「教員」、「新聞」、「試験団体」、「公務員」、「軍」
などが加わる大きなまとまりとなり、「教育
education」まとまりは(例外的な個人を除
き)「教員」や「大学」が加わる小さなまと
まり、「勉強 study,learn」まとまりが「学校」
や「能力」諸概念を含む大きなまとまりとな
る傾向がある。日本では、「試験」まとまり
が「政府」や「新聞」や「塾」を含む大きな
まとまり、「教育」まとまりは教員や保護者
を含む中ぐらいのまとまり、「勉強」まとま
り(「学習」含む)が「学校」「大学」や「能
力」諸概念を含む大きなまとまりになる傾向
がある。タイでは「試験 kan sop」まとまり
は地方行政や保護者を含む中ぐらいのまと
まり、「教育 kan suksa」まとまりが教員や学
校を含む大きめのまとまり、「勉強 kan rian」
まとまりが「政府」、「学生」、「能力」諸概念
を含む大きめのまとまりになる傾向がある。 
③ 時系列的変化については、例えば次
のような傾向を指摘できる。「能力」諸概念
に注目すれば、いずれの地域でも時代を追う
ごとに新しい用語が登場して分化し、リンク
の上でも分かれてくるということがいえる。
たとえば、イギリスでは、「知識 knowledge」
「能力 ability」だけだったのが、「スキル
skill」「適性 aptitude」などという用語があ
らわれて 80 年代新聞やインタヴュー内では
リンク上も独立した動きをするという傾向
がみられる。日本では、リンク上も独立した
用語(たとえば 50 年代新聞の「適性」や 80
年代新聞の「スキル」)があらわれることが
あるが別の時代の新聞やインタヴューでは
他の用語とのつながりに取り込まれてしま
う傾向がある。タイでは、「知識 khwam ru」
という古い用語だけだった状態に「能力
khwam samat」「努力 phayayam」という用語が
加わるが、新聞やインタヴュー内のリンク上
はさして独立しない傾向がある。また、そう
した中で、いずれの地域においても、「能力」
諸概念を含む「勉強」まとまりが、80 年代以
降の新聞において「試験」まとまりとは離れ
ていく傾向があり、そうした場合に前者が
「教育」まとまりを通じて辛うじて「試験」
まとまりと結びつく傾向がでてきている。 

(7)こうした結果をふまえて当初の問題提起
「80 年代以降の「能力」の制度としての試験
の社会学的意味」について答えるならばつぎ
のことが指摘できよう。 
①この研究では、「「能力」の制度としての試
験」という前提で論じてきたが、(6)でみた
ように、「能力」諸概念と「試験」まとまり
は別のまとまりに属しており、それは必ずし
も自明なことではなかった。つまり、「「能力」
の制度としての試験」というのは、事実的前
提ではなく、ある特定の場合にのみ成立する
関連、または実践のための仮説のようなもの
である。 
②また、80 年代以降現在まで特徴的にみられ
ることは、三つの地域の新聞や一部のインタ
ヴューが示しているように、「スキル」「コン
ピテンシー」「エンプロイヤビリティ」「ケイ
パビリティ」といった新しい「能力」諸概念
が「勉強」まとまりに属しつつ、「試験」ま
とまりとは直接結びつかず相対的に遠くに
あり、「教育」まとまりを通じて「試験」ま
とまりと結びつくという傾向である。そのと
き「アクター」としては「大学」よりも「政
府」や「学校」が意識されていることが多い。
これらのことは、イギリスに関する(3)(4)の
論点、フランスに関する(5)の論点にも通ず
るものであり、「能力」「試験」「政府」「大学」
「学校」などの布置連関に関して生じてきて
いる共通のプロセスを示すものと考えられ
る。この①②二つの結論を、本研究の軸であ
る上記の問いに対する一連の重要な知見と
してまとめておくことができる。 
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